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宮

崎

の

滞

布

採

り

今
年
も
又
、
山
崎
の
若
布
保
り
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
風
味
の
よ
さ
に
於

て、

天
下
の
名
品
と
の
名
を
は
せ
て
レ
る
こ
と
は
今
や
自
他
共
に
ゆ
る

す

と

こ
ろ
次
に

作

家
小
品
政
二
郎
氏
の
宮
崎
お
布
訴
を
食
道
淡
路

「
あ
ま
か
ら
」
か
ら
抄
似
し
て
紺
介
し
よ
う
。

• 4・を王手合 ど 県ん係
壬i.線町にがIi呈度も五う百なはの今
月で当つ開月しに如月 t！..虻顔時会凹
＝ ：局いら十て入々末ろ仕にた合は
十；はてか四くっと臼う t}lびまも
三 ；和のれ 日るで しかかとつ 、少縫
目 や検 、にこ ニて ら ？ ~くゆな家
午 か討行符とカ開 、 2作り務L、の
前 なを政政で月れ六 ~す局 、 回
十 話さ区区し、る月 肋るに縫捕
時 しれi凶闘よそこ上 と。？.f村李
よ 合る未柄、うろと句 の ら出回1
り い。確別。そだに｛亡 れので
厚と定委ろがま しる級殺
生い 地民間、たさと員会
委う区会気新会は立さ関

求よ どり
手る昭 1を 、な ①①  ① ①②①員
統軍和 に軍 ｜現境ど下抱矧りそL、新泊境会

訟手 つ人 ｜諸君番~~~杭て詰き雪崩 i
完給八 い恩 ｜祭7/0制下落舟し、 中保水か｛
了は年 て 給 iを源さ 、見の南学省道れ i
し、法 ；：ζ ｜：さ予れ境中1'1：保校困の ｝ 
な今律 Vj  Iれ定午引学小のの7)( 1 
け年第 言青 ｜る地後場校学建道源 ~ 
れ七百 求 ｜。、ニ理主的校設路地 ｛ 
ば月五 ι ｜ 引時 住築プ計にに ｛ 
永ま十 ｜ 似三 宅の I 悶つつ i 
久で五 ｜ 住十の件 ノレ 等し、し、
にに号 I 宅分 fム 端にてて
権請に なよい取 っ

て体にす皆次ず ドるす綴ヤの もま はてラ うド 教，ト
いの注。さこ~町民Ii 等 るのの練又つれ電入もス記こ tli そ脊丸 ［r~ r、
き協意学んれで民設 。と金ワ習グざる士Jn一戸対と設れ委山｛）.： " . 

ま力し校の＇：！rあの°{4（ここがダ場ラつ 、のの伎の主でがは民グ開 ’j、た
しでて例l税の り皆でんれかチにン 乞特ii!戸銭ガ入すーっ心会ラ悩 丸ず

は抗終日目続三倍以照会与Z日。公立予2 山ら
。山し児らに。にう とj会たいさ「1壊活水失 こが声 ぎ人常のめ拶jク’さ
グて立i支支 協てでしめてれ動さ管道しわ何が に述tこ官立 日弓才1
ラい生出出 ブJL 、はて j邑こグ取れは管て~んこ 1；記d，創出派 ll!J ~. ；正
ンま徒ささ をま少グ行れラやる何のしれベじ めたっ：こにれJ 「U
ドすのれれ おかなラ止がジオ。凶ガ ま ・ん闘 やめて、1粍育 ド
を。みF、る 願ないンめ繋ド l 修ラつし入け 出lこ＼， •最備委 施
保町な ω お いL、グドh'll!地にト 理ンたまれら総グま.iiiさ只豊島
滋民さ釈金 すきラに設にタパ しが町、替れ にラす町れ会 E支
し全んでは るれン入念多イイ て出 にえガ あン。のた

最
近
意
外
な
と
こ
ろ
か
ら
お
布
を
も
ら

ひ、

そ
の
う
ま
さ
に
ピ
ッ
ク
リ
し
た。

そ

れ
は
宮
山
県
下
新
川
郡
朝
日
町
宮
崎
両
岸

で
取
れ
る
灰
付
清
和
－
K
云
ふ
荒
布
だ
。

毎
年
五
月・
中
匂
の
三
日
間
だ
け
採
集
す

る
こ
と
を
許
さ
れ
る
若
布
だ
き
う
で
、
朝

五
時
に
町
の
人
が
テ
ソ

デ
ン
に
持
ち
舟
を

出
し
て
取
れ
る
だ
け
取
る

ν今
タ
リ
に
な

っ
て
レ
る
。

こ
の
三
日
間
は
中
学
校
も
小
学
校
も
桜

業
を
休
ん
で
応
援
す
る
。
海
へ
出
ら
れ
な

い
女
子
供
は、

海
岸
で
演
を
焼
い
た
灰
を

用
意
し
て
、
舟
の
帰
る
の
を
待
っ
て
い

る
。山
の
や
う
に
波
布
を
取
っ
て
帰
っ
て
く

る
と
、
こ
の
若
布
を
収
の
中
に
投
げ
入
れ

て
、
ス
ツ
カ
リ
成
ま
ぶ
し
に
し
て
か
ら
こ

れ
を
干
す
。
灰
ま
ぶ
し
に
す
る
の
は
、ぷ
布

4
E，
ヲ
『
J
M
「
町
叫
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て
開
表
に
見
る
よ
う
に
卒
業
生
の
進
路

決
況
は
進
学
就
織
相
半
ば
し
て
い
る
。

二
、
家
事
従
事
者
は
農
村
地
怖
の
小
川
・
中

学
に
多
く
泊
、
境
巾
am子
に
は
少
な
い
。

家
修
は
大
部
分
農
業
で
あ
る
が
、
町
の

産
業
構
造
上
か
ら
見
て
逐
年
減
少
の
傾

向
に
あ
る
。

三
、
就
職
者
に
つ
い
て
は
経
済
界
の
好
況

を
反
映
し
て
求
人
が
殺
到
し
就
職
率
は

好
調
で
あ
る
。

四
、
特
に
糊
維
関
係
は
早
く
か
ら
全
員
採

用
さ
れ
、
中
小
企
業
の
工
員
商
店
員
に

つ
い
て
は
泊
中
学
小
川
中
学
と
も
求
人

に
応
じ
き
れ
ず
断
る
の
に
苦
労
し
て
い

る
。

五
、
大
体
の
傾
向
と
し
て
毎
年
の
就
職
は

織
維
工
袋
、
機
械
金
属
工
業
、
店
員
等

に
集
中
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

六
、
就
職
先
に
つ
い
て
は
、
泊
中
学
に
於

い
て
は
従
来
朝
日
町
及
県
内
を
優
先
的

に
考
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
本
年
は
遠

隔
地

（
東
京
、
愛
知
、
北
海
道
等
）
へ

多
数
出
か
け
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
小
川

中
学
は
毎
年
就
職
者
の
五
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A
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中
学
卒
業
生
の
動
向
｜
進
学
就
峨
家
駅
従
事
ー
は
ど
う
：・
0

A
V
－－
－
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
町
民
の
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
が
・：
。

。
：
・
本
年
一
一
－
月
町
内
一
一
－中
山
子
生
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
よ
う
。

：・
A
V

中
学
卒
業
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の
動
向
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に
近
い
数
が
東
京
大
阪
方
面
の
大
都
市

一

さ
れ
本
年
は
関
西
支
部
の
結
成
も
予
定

に
就
業
し
、
境
中
学
に
於
て
は
男
子
の
一
さ
れ
て
居
り
就
峨
あ
っ
せ
ん
補
導
に
期

県
外
就
職
が
め
だ
っ
て
き
て
い
る
。

一

待

さ

れ

て

い
る。

七
、
当
町
中
努
卒
就
業
者
の
特
色
と
し
て
一
九
、
就
職
は
生
徒
に
と
っ
て

一
生
を
記
右

「
真
面
目
で
コ

γ
／
＼
辛
抱
づ
よ
い
」

一

す
る
重
大
事
で
あ
る
か
ら
、
事
業
場
の

と
関
東
関
西
方
面
で
好
評
を
博
し
て
い
一

紹
介
、
就
臓
斡
旋
、
就
峨
後
の
補
導
等

る
。

一

広
く
町
民
各
位
の
協
力
を
望
ん
で
い

八
、
先
輩
の
築
い
た
職
場
、
友
情
の
地
盤
一

る。

に
よ
り
新
ら
し
い
臓
揚
が
開
町
・さ
れ
る

二
O
、
黒
部
職
業
訓
練
所
に
は
木
工
科
納
税

こ
と
は
好
ま
し
く
、
特
に
小
川
中
学

で

科

．た
け
し
か
な
い
瓜
状
に
か
ん
が
み
粗

は
昨
年
八
月
東
京
方
面
に
同
窓
会
支
部
学
に
便
利
な
職
業
訓
練
機
関
の
悩
設
光

（
東
京
同
窓
生
ニ
O
O
名
余
）
が
結
成
実
が
盟
主
し
い
。

六
月
十
二
日
七
時
出
発

へ
悶
天
決
行
）

て

つ

l
λ

日
間
、
永
見
、
伏
木
方

問

。
機
明
紙
以
怖
”
以
集

川
川
口
活
動
の
一
端
と
し
て
た
記
の
泊
り
－

原
杭
を
必
摂
す
る
。

一

て

問
活
動
に
関
す
る
経
験
一

要
望
考
、

筒
歌
、
俳
句
－

L
等
各
校
下
問
長
迄

六
月
二
十

n

県
青
協
と
の
座
談
会
か
ら

五
月
三
十

一
日
午
後
八
時
よ
り
議
場
に

於
て
県
育
協
よ
り
屯
田
、
浦
崎
両
常
任
理

事
を
招
き
当
述
背
よ
り
執
行
部
、
校
下
回

正
刷
問
長
二
十
数
名
が
出
府
し
活
発
な
討

論
が
展
開
さ
れ
た
。

木
年
度
県
河川
協
の
活
動
日
興
は

「
背
年

間
の
休
即日
改
善
」
と
一
太
う
事
で
あ
る
、
そ

の
具
体
策
と
し
て
団
活
動
の
母
体
で
あ
る

市
町
村
川
を
育
成
す
る
た
め

「
同
負
登
録

の
完
全
実
施
」
「
自
主
財
産
の
擁
立
」
「
活

動
家
の
養
成
」
等
に
全
力
を
注
一
ぎ
た
い
と

の
方
針
説
明
が
あ
る
と
共
に
背
年
の
家
資

金
カ
ン
パ
達
成
に
つ
い
て
要
望
が
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
各
役
員
か
ら
青
年
団
の

選
挙
活
動
、
県
は
積
傾
的
に
オ
山
戸
グ
に
出

ろ
・・・・
・・等々

質
問
要
望
が
続
出
有
克
義
に

終
了
し
た
。
時
談
会
後
両
理
事
は
「
方
々

オ
ル
グ
に
出
た
が
こ
ん
な
真
剣
に
そ
し
て

気
較
た

m
mが
続
出
し
た
の
は
始
め
て
だ

こ
れ
で
知
識
が
弱
体
と
は
考

へ
ら
れ
な

い
」
と
制
ら
し
て
い
た
が
、
こ
れ
も
今
年

こ
そ
組
織
を
強
化
し
よ
う
と
の
役
員
の
熱

意
の
現
わ
れ
か
と
思
う
。

O
社
会
探
訪
実
施
計
間
決
る。

郷
土
の
必
所
旧
跡
に
接
す
る
と
共
に
文

化
の
発
展
状
況
・を
視
察
し
あ
わ
せ
で
校

下
回
全
貝
問
の
親
陪
を
強
化
す
る
目
的

で
突
い
加
す
る
。

て

日

時

て
提
出
先

一
、
メ

切

と
な
る
酔
っ
ぱ
ら
い
は
、

で
追
放
し
よ
う
。

噌

l

’a
n
b

み
ん
な
の
力



一
万
円
荷
物
運
賃
三
万
五
千
円
）
が

一

必
要
で
有
る
。

ご

て

捻

周
期
日
毎
月
の
月
末

朝
日
町
観
光
協
会
で
本
町
観
光
地
紹
介

二
二
、
募
集
世
帯
数
五
回
世
帯

絵
は
が
き
、
を
作
製
し
た
い
の
で
広
く
町

4

四

、

渡

航

期

九

月

以

降

民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
原
叡
写
真
を
左
記
要

項
で
、
公
募
致
し
ま
ず
か
ら
、
皆
さ
ん
の

御
協
力
を
賜
り
た
い
。

戸】

て

築

制

地

朝

日

町
内

ィ
、
小
川
温
泉
元
湯
週
辺

ロ
、
棚
山
周
辺
ハ
、
三
峰
、
七
重
沌
周
辺

そ
町
小
川
温
泉
周
辺
ホ
、
域
山
周
辺

へ、

宮
崎
栴
岸
周
辺
ト、

朝
日
岳
刷
辺

二
、
応
必
資
格
朝
日
町
民

枚
数
制
限
な
し

＝－’
t
U
H－
－
 

コ
ゴ
士
。
斤
J

六
月

一
臼
か
ら
六
月
二

十
五
日
ま
で

朝
日
町
役
場
観
光
係

七
月
号
あ
さ
ひ
掲
載

惟

尚

一

名

朝
日
町
観
光
協
会
長
賞

賞
状
カ
ッ
プ

一

特
選

二
名
右
同

佳
作

五

名

昭和35年6月10日発行

朝
日
町
観
光
写
真
公
募

ひ
三

、

規

格

四
、
受
付
期
間

五
、
入
選
発
表

六

、

表

彰

さあ

海
外
移
住
者
の
募
集
に

つ
い
て

（~） （貯諮問~~－~）第回号

海
外
移
住
政
策
の
一
環
と
し
て
固
に
於

て
は
今
度
ア
ル
ゼ
ン
チ
γ
国
の
ガ
ル
ア
ベ

1
地
区
へ
の
移
住
者
を
募
集
し
て
お
り
ま

す。
移
住
一
嬰
網
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
が

希
望
者
は
役
場
産
業
諜
へ
細
部
を
御
問
い

合
わ
せ
「「
さ
い
。
記

て

資

格

条

件

①
家
族
締
成
山
一
帯
は
原
則
と
し
て

一

夫
婦
と
実
子
の
み
を
以
て
構
成
さ

れ
、
労
働
力
の
践
宮
な
世
怖
が
望

ま
し
い
。

②
所
嬰
資
金
移
住
者
は
渡
航
聞
に
以

低一
一
一
十
三
万
五
千
円
（
生
活
営
般

資
金
二
十
万
円
土
地
代

一
時
令
十

昭
和
三
十
五
年
度
の
役
員

朝
日
町
連
合
青
年
団

団

長

中

山

富

英

副

団

長

長

能

明

雄

M
M

水

島

泰

造

。

大

森

一

子

事

務

局

長

森

岡

元

就

。

次

長

鍋

谷

学
四

理
事
九
盟
腔
斑
（
体
育
担
当
）

。

松

下

源
二
（
組
織
。
）

グ

水

品

恭

造
（情
宜
h
q

）

。

折

谷
本
七
（
文
化
h
q

）

h
q

清
水
百
A

骨

子

江

端

良

子

h
q

谷

英

子

小

林

泰

子

。

加

藤

栄

子

監

事

川

口

哲

郎

期

内

良

夫

0

・市五

九
向
山
山
仕
十

1

3

1

p

f

 

県
育
協
評
関
員

中
南
町
喜
英

。

大

森

一
子

あ

さ

ひ

編

集

委

員

鍋

谷

孝

四

校

下

団

長

境

水

島

順

作

。

笹

川

堀

内

良

英

。

南

保

湯

上

谷

清

春

。

山

崎

川

口

哲

郎

乎

大

家

庄

高

田

周

一

季
節
保
育
所
の
慰
問
巡
廻

に
つ
い
て

こ
と
し
の
春
季
季
節
保
育
所
の
訪
問
は

役
場
と
社
会
補
祉
協
－総
会
と
共
催
で
行
わ

れ
、
役
場
か
ら
山
崎
助
役
水
島
波
長
外
担

当
者
二
名
教
育
安
国
か
ら
野
村
主
事
、
社

協
か
ら
野
田
会
長
水
計
刷
会
長
の

一
行
で

五
月
二
十
四
日
各
保
育
所
を
巡
廻
し
、
保

育
従
事
者
の
労
令
稿
う
と
共
に
激
励
し
児

量
逮
に
は
一
人

一
人
お
東
一
す
を
与
え
て
慰

問
し
た。

な
お
去
る
冗
付
十
一
日
に
は
官
山
市
わ

ら
ん
ベ
会
員
の
伝
仕
に
よ
る
、
人
形
劇
や

．・1

バ止

－r4
h

jJ
M

，
 

h
F
・
．d
h勤
圏

内

、
店

16
説
明

ふ
J
鈴
際
涜
i
A

陣
‘
凋
E
aL川
川

y
b

・
藤
塚
季
節
保
育
所

・

高
誌
の
慰
問
が
宮
崎
、
南
保
、
殿
町
の
三

川杯前門
所
で
行
わ
れ
ま
た
。
宵
年
間
員
の
慰

問
も
行
わ
れ
た
。
各
保
育
所
の
間
設
状
況

は
次
の
と
お
り
。

器
二
一

一
1
一
l
一
1
一

況
じ
い
「
ー
I
l
li－
－

：
一J
2

一
て
i
一
一一

一
I
l
l
－

U
U町
一

t

－

の一一

一l
一
一一

一一

I
l
l
－
－
一

旦
2

いに
J
川
川
川

一－V作礼
一コ一

一j
一
ン
二

1
1
1
1
一
1
2
2
2
1
I
l

－－
f

一

一
制

一叩
辺
一
山
白
川
辺
日
制
品
部
加
問
刊

一
児

一

7
r吋
一合
自

】

一

日

－

i
H

一
一月

亘

書

お

き

ゴ
ペれよ

一

一協
民
。

少
投
足
。
H

h
v

浄
民

。
市

一

一制公曹
司
，

，

a

，
d

l

三
場

一日
公

一

%

公

立

公

昭

一平

崎
町
凶
山
野
町

新
即
時
貯
新

町

一

段

制

辻

崎

山

間

一大

日

制

月
草

殿

山

総
下
下

小
さ
な
個
人
の
利
害
関
係
よ
り
も

目
を
大
川
に

将
米
の
本
一似
へ

頭
の
切
り
か
へ

が
大
切
だ
と
思
は
れ
ま
し
た
。

土
地
を
手
一
躍
す
事
は
身
を
切
ら
れ
る
γ』

り
つ
ら
い
事
は
、
我
々
土
地
を
持
た
向
者

に
は
恕
旬
以
上
と
は
、
百
も
水
知
で
す
が

工
ぬ
内
を
礼
ま
し
て
も
、
す
べ
て
と
行
い

た
い
担
、

オ
ー

ト
メ
イ

ν
ヨ
ソ
化
で
、
辺

に
人
が
き
か
レ
に
伎
は
れ
て
い
る、

と
－U

う
感
の
強
い
現
在
、
考
え
な
お
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
、
っ
く
み
1
・
感
じ
ま

し

た
。制
川口
町
と
し
ま
し
て
も
、

工
場
と
名
の

つ
く
も
の
は
、
日
一段
紡
制
だ
け
で
あ
り
ま

す、

淋
し
い
椛
な
気
も
致
し
ま
す
が
境
川

に
、
北
時
電
力
松
式
会
社
に
よ
っ
て
第
一

、
第
ニ
の
発
電
耐
が
、
叩
に
完
成
さ
れ
、

更
に
叉
第
一一て

発

「〕
〕
〕
〕
〕
〕
〕
〕
〕
）
〕
）
〕
〕
〕
〕
〕
〕
〕
〕
〕
〕
）
J

市
助
も
計
断
中
と

～
吉

田

工

業

を

見

学

乙

て

山

の
明
報
も
、
承
な

h

；
，、；’
L
F
L－
〔
〕
り
引
ば
し
い
限
り

「L
r
llk
r
E
L
f
－、「
l
、〆ll
、「l
白、rl
l
、〆t
k
r
a
－、r
h
k
r
L
r
－K
「L
rllt
、rl
、J1
k
rik
f
b
k
r
目、r
，、J
l
‘「L

で
あ
り
ま
す
。

レ
よ
／
’
＼
こ
れ
か
ら

五
月
二
十
日
泊
鮒
人
会
員
は
年

一
度
の

社
会
見
学
と
あ
っ
て
小
雨
の
降
る
中
も
い

と
わ
ず
、
一

一二
O
名
の
一
行
が
臼
出
か
ら

の
な
闘
が
か
な
い
、
黒
部
の
古
田
工
業
へ

と
出
発
し
ま
し
た
。

内
職
と
し
て
は
適
当
で
あ
り
そ
の
お
出

で
家
庭
内
を
う
る
お
し
て
い
る
身
近
な、

テ
ヤ
ツ
ず
、
何
ん
だ
か
円
分
の
工
場
に
で

も
行
く
掠
な
丸
山泌さ
合
思
わ
せ、

胸
在
は

ず
ま
せ
て
正
門
に
活
き
ま
し
た
。
ま
ず
美

し
く
形
造
り
れ
て
い
る
陪
を
見
、
工
場
と

は
患
わ
れ
ず
驚
を
ま
し
た
。

事
務
宍
ム
の
二
階
の
会
読
ん
中
で
小
山
内
の
後

北
山
人
市
部
長
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
の
お
挨
削
鋭
び
に

工
場
の
生
い
立
九

現
在
に
至
る
ま
で
の
紙
か
り
附
難

今
日、

市
へ
の
利
害
関
係

特
々
お
認
を
承
は
り
、
会
社
関
係
の
お
方

々
の
努
力
も
、
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
工
場

を
誘
致
な
さ
っ
た
、
市
当
局
の
、
先
見
の

明、

に
は
唯
々
感
心
致
し
ま
し
た
。

チ
ャ
ッ
ク
の
細
い
一
つ

一つ

の
金
が
機

械
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
、
そ
れ
が
岡

市
の
布
に
付
着
さ
れ
て
出
来
上
り
、

一
定

の
長
さ
に
切
断
さ
れ
る
ま
で
の
早
い
こ
と

そ
し
て
チ
ャ
ッ
ク
の
布
の
色
も
な
ん
と
、

八
十
余
色
も
あ
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。

又
金
の
部
分
も
布
の
部
分
も
全
部
ビ
ニ

ー
ル
の
も
こ
れ
か
ら
出
来
る
の
だ
そ
う
で

生
産
し
つ
与
も
、
た
え
ず
研
究
巾
の
様
で

あ
り
ま
す
。

次
に
針
金
の
工
場
で
は
赤
い
と
ろ
／
＼

の
、
金
の
か
た
主
り
が
、
機
械
に
入
れ
て

はい
処
ば
さ
れ
、
入
れ
て
は
、
の
ば
さ
れ
℃

見
る
／
＼
中
に
、
太
い
金
の
か
た
ま
り
が

制
い
針
金
に
出
来
上
る
速
さ
に
は
、
予
相

以
外
に
お
も
し
ろ
い
も
の
で
し
た
。

見
学
き
せ
て
蛾
き
な
が
ら
、
っ
く
介
’
＼

我
が
朝
日
町
も
、

で
あ
り
ま
す
。

町
当
局
に
は
色
々
の
お
考
え
も
あ
る
事

で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
町
U

いん、

土
地
所
有

者
、
三
者
、
四
者
の
理
解
と
協
力
に
よ
り

将
来
性
の
あ
る
町
と
し
て
、
愛
町
精
神
に

目
覚
め
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
工
場
誘
致
問
題
等
が
持
ち
上
っ

た
時
こ
そ
、
応
段
、
協
力
、
女
の
力
の
見

せ
ど
こ
ろ
、
一
生
懸
命
に
働
き
ま
し
ょ

。
λ
ノ

工
場
見
学
さ
せ
て
凶
い
た
お
出
で
女
と

し
て
、
関
心
う
す
い
、
政
治
方
市
に
多
少

で
も
興
味
が
起
き
、
非
常
に
有
意
義
で
あ

っ
た
と
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
五
、

五
、
ニ
O

伯
州
人
会

一
会
口
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＠

陀

卯

年

に

よ

る

均

汰

一

し

な

い
で
冬
越
し
す
る
の
も
い
る
し
、
検

一
3
極
端
に
鐙
み
は
じ
め
の
お
そ
い
も
の

間
卯
山
中
の
上
下
の
は
げ
し
い
群
は
針
ん
一
羽
し
な
が
ら
－m卯
を
つ
づ
け
る
も
の
も
レ

一

〔
令
ケ
月
に
な
っ
て
産
み
は
じ
め
な
い

ど
の
却
が
姥
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
ま
す
。
メ
、
休
院
し
て
も
一
ヶ
月
余
り
で

一

様
な
も
の
〉

そ
の
中
に
産
卵
能
不
の
似
い
苅
が
多
い
と

一新
し
レ
羽
が
生
え
そ
ろ
わ
な
レ
内
に
産
み

一
4
凹
似
の
見
込
み
の
な
レ
府
知

思
い
ま
す
。

そ
れ
は
二

t
一ぺ
制
限
ん
で
は
一だ
ず
れ
も
い
ま
す
。
こ
の
様
な
却
は
多
産

ι当
然
多
産
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

一
日
休
む
と
か
川
i
F
m停
ん
で
は
二
日
一郊
で
続
前
的
に
治
利
な
践
で
す
。

に
休
・
起
し
て
い
る
も
の

山
肌
休
む
段
な
鴻
が
い
る
か
ら
で
、
間
然
分
一

抑制
刊
の
村
散
に
よ
っ
て
淘
汰
す
る
拐
の

ι換
羽
休
底
の
早
い
も
の
（
八
月
又
は
九

部
の
却
が
産
む
日
に
九
る
と
そ
の
日
の
尚
一
は
別
に
官
殿
前
千
必
ち
が
な
い
の
に
換
羽

－

月
中
に
換
羽
休
産
す
る
も
の）

卵
本
は
八
訓
位
に
も
増
加
し
、
又
次
の
日
一
に
か
か
っ
て
休
庄
一す
る
も
の
、

時
期
的
に
？
見
込
み
の
な
い
老
鴎

に
は
産
卵
卒
が
ド
り
ま
す

。

一

見

て

八

月

t
九
月
に
な
る
と
換
羽
休
産
す
－
次
に
残
す
鶏
と
し
て
は

こ
の
様
な
期
は
良
い
時
で
も

一
ヶ
月
に
一
る
も
の
は
大
体
駄
踏
と
見
て
淘
汰
し
て
も

l
発
育
の
よ
い
も
の

十
八
側
秤
．
度
の
作
一
卵
で
以
か
ら
、
秋
の
地
一
ょ
L
と
思
い
ま
す。

i
l
i
t－
i
3
t
i
t－
－

産
を
考
え
る
と

一
年
平
均
の
姥
卯

Z
T
こ
の
持
に
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る
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国
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司
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翻
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薗
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司
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五
し
か
へ
れ
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二
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鎧
幽
踊
闇
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週
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園
田
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げ
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な
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括
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す

ま

で
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間
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．
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＼
園

川

g
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引
山

一

と
川
山
レ
ま
す
。
ぞ

の
長
い
仁・
純
一ハ
な
却
で
淘
汰
の
対
象
に
な

圃
鴎
一
d
b
d

戸
ム

バ
棚
峨
掛
照
削
指
嗣
圃
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刊

か

ら

す
か
ら
点
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得
に
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主
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拘

迎

出

く
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て
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辺

品
開
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い
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隙
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凶
邑
圃
置
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司
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刊

訂

か

よ
っ
て
し
ぼ
る
だ

一ど
は
じ
め
て
も
卯
の
い
佐
み
出
す
附
開
聞
に
は

～問

調

J
一
台
、

J
M持、
横

薗

闘

恥
仏
四
川
崎
一
4

衣

け
し
ぼ
っ

て
早
く
－
K
先
が
あ
り
ま
せ
ん
、
だ
か
ら
舟
く
挽
川

中

刊
明
胡
庁
ぺ

蜘
J

拡
瀦
凶
臨
・
圃
圃

付

a
q
…
一
プ
紘

出
仕
し
た
万
が
よ
一
に
か
か
る
叫
の
方
が
経
抗
的
で
す
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点
灯
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ii一一一
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持
議
謙
輔
圃
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い
と
思
い
ま
す
。
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し

た

制

作

は

別

で

す
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賢
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・
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圃

圏
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；

二

動

又
、
陀

卵

車

交

一

拘
判
の
川
停
に
つ
い
て

は

一

が

い

に

は

三

芯

i論
調

引

事

三

駄

く
も
な
く
、

2
し
え
ま
せ
ん
が

4
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2
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醤
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一
＼
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制
瑚
ふ
ザ
越

い

：

ぷ

づ

く
も
な
く
産
卵
子
レ
わ
れ
て
い
ま
す
。
頭
部
、
語

、

胸

躍
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iJ「二
詳

、
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“

…

問
問
先

が
五
｜
六
割
程
度
一
体
、
税
と
時
間
以
后
に
ヌ
と
尼
の
大
羽
が

調

和

み

二

騒

齢

勝

wh訓

”
畠
建

造

一
か
ら
上
下
し
な
い

一以
け
か
わ
り
ま
す
。

震

？

と

諸

問

問

瞬

＋

a
E
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一

段
合
が
あ

り
ま

一

一
般
に

ハ

2
2わ
れ
て
居
り
ま
す
s

瞬

咋
F

！
隣
諸
三
イ
眠
障
細
菌

引

い

害

す
。
こ
の
よ
う
な

一主
関
川
の
微
羽
に
つ
い
て
言
葉
で
の
ベ

ま

腰

喬

一

－プケ

間
際

蕗

帆
4
聞
酪
瞬

刊
；
；
帳

場
合
は
定
期
も
一す
と
、

こ
の
ハ
ネ
は
軸
羽
と
主
挺
羽
と
副

R
A－
－

BE3
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a
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z

い
る
が
、
又
全
く
産
ま
な
い
知
．
か
い
る
と

一関
羽
に
民
分
さ
れ
ま
す
、
軸
羽
を
中
心
に

：

・

清

水
町
の
青
葉
闘
・

見
て
よ
い
と
忠
レ
ま
ず
か
ら
け
十
く
ヂ
民
鴻

τて
党
端
の
万
に
は
十
枚
、
内
側
に
は
十

gl
i
－

－

；

I
l
li－
－

を
見
つ
け
て
淘
汰
す
べ
き
だ
と
思

い
ま

一
凶
枚
の
ハ
ネ
が
あ
り
ま
す
、
換
羽
は
帥
羽

病

害

虫

の

防

除

に

す
。
い
ず
れ
の
場
合
で
も
践
を
正
確
に
尚
一
の
刷
側
か
ら
順
々
に
進
み
ま
す。

努
め
ま
し
ょ
、
コ

汰
す
る
に
は
記
録
と
制
祭
が
大
切
で
す
。

一

（
山
押
さ
ん
が
削
っ
て
居
ら
れ
る
却
の

ハ

＠
換
羽
で
淘
汰
す
る
方
法

一ネ
を
災
際
に
数
え
て
見
て
下
さ
い
。

）

今

年
の
二
化
振
虫
の
発
蛾
般
滅
期
は
昨

応
知
は

一
年
に

一
度
生
理
的
に
換
羽
し
一＠
淘

汰

す

る

加

と

践

す

湖

年

よ

り

．

九

日

程

返

れ

て

六
月
抗
日
頃
と
予

ま
す
。

却
も
そ
の
仲
間
で
、
制．
mmな・以
E
－

外
側
机
上
の
作
散
ど
け
で
決
め
る
の
は
ど

位

さ
れ
、
そ
の
予
想
に
よ
り
パ
ラ
チ
オ
ン

鶏
や
、
は
げ
し
い
用
地
の
変
化
を
受
け
た

一う
か
と
U
い
ま
す
が
次
の
搬
な
蹄
は
淘
汰
剤
に
よ
る
一
符
防
除
の
適
期
は
六
月
二
十

場
合
は
例
外
と
し
て
、
年
に
二
度
も
換
羽
一す
べ
き
山
だ
と
思
い
ま
す
。

－
日
頃
と
考
へ
ら
れ
ま
す
。

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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党

首

の

必

レ

も

の

農

家

に
よ
っ
て
は
育
附
際
式
も
ち
が
い

検
羽
は
臼
附
…
時
間
に
関
係
が
深
く
、
日

一
2
州
問
に
小
さ
い
も
の
、
又
大
き
い
も
の

回
舗
も
迎
い
ま
ず
か
ら
虫
の
出
方
も
迎
い

照
時
間
の
向
か
く
な
る
枇
に
な
る
と
生
川

一

（山
色

νグ
ホ
ン
で
円
一山
匁
以
下
七
百
ま
す
の
で
虫
の
出
方
を
見
て
、

B
H
C
に

的
に
換
判
を
し
ま
す
が
、
な
か
に
は
比例
制
一

匁
以
上
）

一
よ
る
防
除
に
努
め
誕
町
へ
の
食
い
入
り
初
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早
熟
な
も
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ご
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O
目
前

t

t

店
で
初
産
す
る
も
の
〉

一

天
保
の
頃
に
凶
作
が
あ
り
多
く
の
餓
苑

3
正
常
な
大
き
さ
の
も
の
（
白
色

ν
グ
ホ
a

一者
を
出
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
こ
れ
こ

ン
五
百
匁
内
外
）

－
そ
ク
ン
カ
が
蝦
虫
か
の
大
発
生
で
＋
め
っ
た

4
強
位
な
も
の

（
い
つ
も
元
気
で
冠
の
色
・わ
け
で
．
す
、
今
日
の
僚
に
農
薬
も
な
け
れ

は
よ
く
腹
部
は
充
実
し
杭
門
部
は
大
き
一
ば
撒
粉
械
も
な
い
、
虫
来
り
な
ば
即
ち
凶

く
、
や
や
し
め
り
、
食
欲
は
旺
盛
で
前
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

色
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が

退

色

し

て

い

る
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近

年

豊

作
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く

と
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う
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と
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他
の
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換
羽
休
崖
の
お
そ
い
も
の
、
叉
、
換
羽

一耕
種
技
術
の
進
歩
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

し
な
が
ら
産
卵
す
る
も
の

（
十
月
以
降
一
ん
が
病
虫
害
の
防
除
に
よ
る
効
果
も
非
常

に
換
羽
休
・
屈
す
る
も

の

）

一

に

大

き

い
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

年
々
農
薬
択
は
か
さ
み
ま
す
が
種
々
調

査
し
た
処
に
よ
り
ま
す
と
粗
牧
入
の
ニ
J

三
%
の
農
薬
引
が
必
要
だ
と
云
は
れ
て
い

ま
す
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多
肥
多
岐
は
H
本
従
業
の
宿
命
で

あ
り
、
梨
剤
の
－
・
行
撒
布
に
よ
る
共
同
防

除
こ
そ
多
岐
に
つ
な
が
る
直
要
た
作
業
で

あ
る
と
汚
へ
ま
す
。

一期
を
ね
ら
っ
て
パ
ラ
チ
オ
シ
剤
の
一
芥
防

一
除
を
行
い
ま
せ
う
。
一

化
期
の
防
除
を
怠

一
る
と
こ
化
期
に
大
被
害
を
見
た
実
例
が
多

一
ド
の
で
す
、
こ
ん
な
大
被
害
を
事
前
に
防

一止
し
、
一
而
誕
榊
叫
泥
白
・
出
等
、
容
の
大

．ハ
削
除
の
ぬ
に
部
約
一
時
に
相
談
の
上
一
ぃ
竹
防

－
除
を
実
じ
む
し
て
誠
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
衛
官
募
集
始
ま
る

〆
切
七
月
十
－
日

一

防
術
庁
で
は
、
第
二
次
必
集
を
次
の
．
安

一r
川
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

①
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定
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等
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士
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二日
々
向
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約

一
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二
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空

士
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て

0
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①
応
募
資
協

年
九
H
十
八
才

t
二
十
五
才
未
満
男
子

①
受
付
期
間
、
場
所

六
月

一
日
か
ら
七
月
十
一
日
ま
で
、
朝

n町
役
場
叉
は
円
衛
隊
富
山
地
方
連
絡

部
で
受
付

①
試

験

試
験
は
簡
単
な
鍛
記
試
験

（
同
日
｛
作

文
を
含
む
）

数
学
、
社
会
）
口
述
以
倣

及
び
身
体
検
査
を
行
い
一
日
で
れ
・
り
ま

す
。
試
験
の
日
時、

試
験
場
等
は
試
験
期
日

前
に
氷
人
に
運
知
し
ま
す
。

①

待

辿

初
任
給
月
額
約
六
、
八

O
O
円
衣
食
文

給
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

役
品
開
務
説
へ
問
い
合
わ
せ
て
下
・
さ
い

nH
』

あ
・
と
が

き

「
あ
さ
ひ
」
編
集
委
民
は
た
の
通
り
で
あ

り
ま
す
。
間
部山
内
治

林

得

明

九
叩
道～

γ

水
島
善
京

杉
山
れ
正
脱
水
野
す
な

中
日
刊

央

大

行

述

二

上
不
平
木
野
村
久
間

氷

見

八

郎

山

木

市
一品

六
川
此
排

水
肝
倣
一

水
山
静
夫

「
あ
さ
ひ
」
に
対
す
る
御
意
見
や
、
町
に

対
し
て
の
地
設
的
な
御
投
稿
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
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